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Vernacular　dwellings　incorporate 　effective 　techn 正ques 　to　improve　the　quality 　ofthe 　indoor 　environmentby

making 　fu1巨use 　of 　natural 　power ，　It　is　therefore 　 expected 　to　 utilize 　their　design　concepts 　in　 making

environmentally 　 symblotic 　housings，　 Houses 　 with 　Wind 　Catchers　 are 　 common 　in　hot　 and 　dry　 area ，
particularly　in　Iran．　Wind 　Catchers　are 　constructed 　due　to　lead　outdoor 　wind 　to　its　house．　In　this　pape 篤

houses　with 　Wind 　Catchers　is　exa 皿 ined　by　actual 　measurement 　and 　analyzed 　by　CFD ．　Owing 　to　all 　the

measure ，　 effectiveness 　of 　the 　Wind 　Catchers　was 　con 丘rmed ．

1．　 目的　　イランなど中近 東の 高温 乾燥地域の 集落は、宗教

的な配慮を含む各種の 理 由から高い 塀 に囲まれ て お り窓が少ない
。

その ため，風を採 り入れ るための 塔 「採風 塔 （Badghr）」が取り付 け

られた 住居 が み られ，上 空の 風を室 内 に とり込め 、室 内の 通風 を

促し採涼効果を得る工 夫が施 されて い る。本 研究 は，実測 及び 数

値解析により、採風 塔の 効果の 検討を行う。

2 ．対象住 居 と解析モ デル　　支橡 とす るの は，イラン 中央 部

ヤズ ド州ア ル デカン にある住居で，中庭に 面する半屋 外空 間の 上

部に、採 風 塔が設 置 され て い る（図 1）。こ の 北 向きの 半屋 外空 間

はイワ ーン （平面 4．5× 4．Om ）と呼ばれ、夏の 居 住空間となっ てい る。

なお ，この 採風塔は 主として北風を取り入 れるように設置され て い

る（単
一

風 向型）。また、イワ
ー

ン 下部に は 地下室 ta　n
が あり、中庭

（6．5 × 5．5m ）の 中央に は池 があ り水 が張 られ た状態 であ っ た。実

測期間は 2005年 8月 4 日 16時〜5 日 18時で ある。

3 ．　 実測結果　　　外部風 向が 北 風 （平均風 速 2．4m／s）の 時 （8

月5 日17 時）の 住居 内風 向風 速の 測定結果（図2）で は，塔か ら流

入 する風の 影響を受けイワ
ー

ン 中央部・中庭にも流れ る風 が 観測

され た。

4 ．数値解析結果　　実測 を行っ た住居をモ デル に 非等 温 の CF

D解析を行っ た。乱流モ デ ル は標 準 た 6 モ デル （3次殉 を用 い た。

計算アル ゴ リズ ム は陰解 法（SMPLE ）、差分ス キーム は移 流項 に 1

次精度 風 上差分、その 他の 項に 2 次精度 中心 差分を用 い た。空間

セ ル 数は約 23 万 である。解析には，住居周辺に 広い 解析空間 （30

× 65× 30m）を設け，その 中に解析住居を設置し，屋内外を
一
体で

解析した。外部風速は便宜 的に べ き法則 （α
＝0．25）を用い ，実 測

データから，2，4m／s （高さ7．3m ）とした （風 向：北）。

　解析 結果 か ら，採封 塔か ら採り込 まれ た 上 空 の 風 が，実測 時と

同様 にイワ
ーン から中庭へ吹き抜けてい る（図 3）。 中庭 の 全域で

は循環 流が生じて おり（図4），イワ
ー

ン下部 （人体座位に 相 当する

領域）で は 風速 がユ．3mfs となり，採風 塔か らの 気流が居住域に 有

採 風 塔
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（a ＞外観　　　　　　　　　 （b）立体模試図

　 　　図 1 対象 住居 （単．一風 向型採 風塔）
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　図 2　風 向風速の 実測結果 　　図 3
鐸風塔
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 課風 堪

中肇 ・

イワ ーk ．

ロfl］t7F

▲

i通 皿 ロ　　　 、　’慶外 風

；　 層」L蔔 ，’　　　　 θ N

：＿　　　．−i　　 ・　　　　コrに　　
．　 イワ ”ン“
．　　　　　 ．1
，　　　　　　　　　　　　　　

1
°’』，…　…尋∴ 一・−tt”「

，卩’巳　　 　　 　 　　 ‘，，，，甲，7ρ」”
　 　 　 　 　 　 　 ・・…帽

・

シ ミュ レ
ー

シ ョ ン （平面）

（a）風 速ベ ク トル 　　　（b ）ス カ ラ
ー風速

図 4　実 測 とシ ミ ュ レ
ー

シ ョ ン （断面）

ロ刪

■
■
簗．

励

効 に作 用されて い ることが確 認で きる。

5 ．ま とめ　イラン の採 風 塔を持 つ 住居を対 象に，実測お よび 数

値解柝に よ っ て屋 内外の 環境 を検討 した 結果，上 空風 が 北 向きの

時，採風塔から住 居内に効果的 に風を採 り込むことが確認できた。
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